
＜校務利用＞ ① 児童生徒の指導にかかわる業務の支援（アンケート結果の分析や意味づけ）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

・本校では、生徒の家庭学習の取組をメタ認知するため、定期的にアンケー
トを実施している。アンケート結果を自己評価し、自分自身の成長を自覚す
るとともに、今後の目標を設定する際に、助言をもらうために生成AIを活用し
た。
・教職員がデータ分析する際には、ChatGPTを利用した。
・アンケートの個票をもとに、個別にアドバイスシートを作成した（個別最適な
学び）。生徒は、友達からの助言に加えて、生成AIの助言も考慮して、今
後の改善策を考えた。
・1人1人に対して、アドバイスを作成することは、業務負担となる。しかし、生
成AIを利用することで、負担軽減と、個別指導の両立が図られた。



＜教育利用＞ ① 生成AI自体を学ぶ段階（講演会：生成AIの仕組み、利便性・リスク・留意点）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B1

・中学3年生の総合的な学習の時間を活用して、AIリテラシー授業を行った。
・教師がChatGPTを利用して、AIリテラシーに必要な要件や内容を網羅した

資料のたたき台を作成させ、それを基に資料を作成した。
・AIリテラシーについて、教師の説明や友達との話し合いを通して認識を深め、

生成AIのしくみや利便性・リスク・留意点を理解することをねらいとした。
・授業当日は、３学年全体が体育館に集まり、学年総合の形態で授業を

行った。授業の最後には、内容の理解度を、チェックシートで確認した。
・生成AIを活用するにあたり、理解しておかなければならない点や、約束事など

共通理解を図らなければならない点を授業で扱った。



＜教育利用＞ ① 生成AI自体を学ぶ段階（シンポジウム：どのような使い方が、私たちのためになる!?）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B2

• ChatGPTとGeminiを利用した。
• 生成AIに関した「シンポジウム」を開催した。

テーマは「ChatGPTを学ぼう。ChatGPTで
学ぼう。」だった。

• 本格的にChatGPTを授業や家庭学習で利
用することを前に、どんな使い方が自分のため
になり、どんな使い方が自分のためにならない
かを話し合った。

• ChatGPTを操作する職員、Geminiを操作
する職員を1人ずつ配置し、生成AIはパネリ
ストとして、シンポジウムに参加した。

• ３学年総合的な学習の時間で、単元名は
「小新ロボット」、単元のねらいは、「ロボット
（テクノロジー）の理解を通して未来を予測
し、自らの生き方を考える」であった。



＜教育利用＞ ② 使い方を学ぶ段階（夏休み課題「生成AI活用レポート」）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B3

• 生徒がChatGPT（無料版）を活用して、夏
休み中に定期試験や高等学校入試の学習を
行った。試験勉強に生成AIを利用してみて感じ
た、AI活用のメリットとデメリットを「AI活用レポー
ト」としてまとめ、家族の前で発表したり、家族と
話し合ったりした。

• ３学年：総合的な学習の時間の夏休み課題
として取り組んだ。Society5.0の中核的技術で
ある人工知能について、実際に試験勉強に活
用することを通して、自分にとって、よりよい生成
AIの活用方法を理解することをねらいとした。

• 生成AIを活用する教科や単元は、生徒の興味
や関心に応じて選択させた。そのことで、個別最
適な学びの充実を図った。



＜教育利用＞ ② 使い方を学ぶ段階（夏休み課題「生成AI活用レポート」）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B3

• 生徒は、自分の興味や関心に応じて、様々な教科・単元
で生成AIを活用していた（下記の表を参照）。

• 主に、定期試験に出題される内容を解説してもらう生徒が
多くいたが、中には、効率的な学習方法やモチベーションの
高め方を聴いている生徒も見られた。

• 問題集の巻末には、模範解答が掲載されているため、生徒
は正解を確認することはできる。しかし、解き方が分からない
時に、生成AIはとても有効だと感じていた。

• AI教育利用に対する保護者の反応も、好意的であった。



＜教育利用＞ ③ 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階（総合的な学習の時間）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B4

• ３学年の生徒が総合的な学習の時間でChatGPTを活用し
た。

• 防災や福祉に役立つロボットやアプリケーションについて、友達と
の話し合いや生成AIとの対話を通して発想を広げ、具体的な
企画を考えることができる。これが本時のねらいである。

• 未来の新潟市で、大地震が発生した場合、発生する困りごと
を生徒が考えをまとめた後、生成AIを用いて、発想を広げた。

• 様々な視点からアイデアが加わり、発想が広がる効果があった。



＜教育利用＞ ③ 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階（道徳）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B5

【授業前】
• 授業準備として、教師がChatGPTを利

用して、主要発問に対する回答例を１０
個、作成する。

• 回答例は、ものごとを多面的・多角的に考
えたものを作成するように生成AIに指示を
出す。

【授業中】
• 初発問に続き、教材を読む。
• 発問１に対して、自分なりの考えをまとめ

た後、生成AIが作成した１０個の回答
例を自分の考えと照らし合わせ、共感度ス
ケールに配置する。

• 共感度スケールの横軸は、「なるほど」と共
感するか、あまり共感しないか。縦軸は、そ
ういう考えもあると思っていたか、そういう考
えがあるとは思っていなかった。

• １人１人が共感度スケールで作業をした
後、話し合いを行った。

【生成AIを活用する効果】
• 生成AIが示した多面的・多角的な回答

例により、生徒の考えが広がる効果がある。
• 共感度スケールを活用することで、情報を

鵜呑みにせず、吟味する習慣が身に付く。



＜教育利用＞ ③ 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階（理科）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B6

• ３学年理科「位置エネル
ギー」の単元でChatGPT
を利用した。

• 位置エネルギーについて、
話し合いや生成AIの仮説
を吟味することを通して考
えを深め、自分なりの仮説
を立てることができることを
ねらいとした。

【授業の流れ】
• 位置エネルギーの大きさは、

何に関係しているか、自分
なりの回答を考えさせる。

• その後で、生成AIが作成し
た仮説を吟味する。

• 生成AIの仮説が正しいと
思うか、間違いだと思うか、
どちらとも言えないのか、自
分の立場を明確にし、話し
合いに臨む。

【学習効果】
• 検証実験を行う前に、自

分なりの仮説や考えを持つ
ことができる。



＜教育利用＞ ③ 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階（美術）

新潟市立小新中学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B7

３学年・美術「ゲルニカ」
• ねらい：作品「ゲルニカ」について、模写や

話し合い、生成AIとの対話を通して、自分
の考えを深めることができる。

• 学習課題：作品「ゲルニカ」を様々な視点
から鑑賞することで、どのように考えを深める
ことができるか。

• ピカソの「ゲルニカ」についての新たな鑑賞視
点を得るために活用。「自分の感想を述べ
た上で、新しい視点を教えてもらう」という対
話型鑑賞。鑑賞時に作品の工夫や特徴に
ついて質問。作品の歴史的背景や画家の
意図を調査。

• AIを司会進行役として、班での話し合いを
サポート。生成AIに「5人で絵画の鑑賞を
行う際、それぞれに意見を聞いて、話し合い
を進行してください」と指示。

• AIによる美術作品の説明を受け、それが正
確かどうか調査。「絵を見て感じたことを入
力し、それに対する回答をもらう」ことで理解
を深める。

• プロンプト「5人で絵画の鑑賞を行います。
それぞれに意見を聞いて、話し合いを進行
してください。」
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